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議会だより議会だより
おおはる

物
価
高
騰
に
配
慮 

給
食
費
補
助

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
に
開
会
し
、
小
中
学
校
給
食

費
の
補
助
金
を
増
額
、
高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
の

補
助
な
ど
の
補
正
予
算
を
含
む
14
議
案
を
可
決
・
承
認
し
、

17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
課
税
限
度

額
の
見
直
し
や
、
規
定
の
整
理

を
行
い
ま
す
。

▼
遺
児
手
当
支
給
条
例
の
改
正

　　

父
ま
た
は
母
の
視
覚
障
害
の

支
給
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
　
　

に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

小
中
学
校
の
学
校
運
営
や
支

援
に
関
し
て
協
議
す
る
機
関

「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
新
た

に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
委

員
の
報
酬
額
を
定
め
ま
す
。

　

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
代
表

な
ど
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
声
を
積
極
的

に
生
か
し
、
よ
り
よ
い
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

●
主
な
役
割

・
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認

・
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
校

　

長
な
ど
に
述
べ
ま
す
。

▼
学
校
給
食
費
補
助
金

　
　
　
　

１
７
１
９
万
３
千
円

　

物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
の

負
担
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
、

一
食
当
た
り
小
学
生
40
円
、
中

学
生
50
円
を
、
９
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
追
加
補
助
し
ま
す
。

▼
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　

特
別
給
付
金

　
（
ひ
と
り
親
以
外
の
世
帯
分
）

　
　
　
　

２
４
５
９
万
９
千
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

で
、
ひ
と
り
親
以
外
の
世
帯
の

子
ど
も
に
対
し
、
一
人
５
万
円

支
給
し
ま
す
。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

　
　

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　

６
１
９
万
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の

う
ち
、
昨
年
度
に
給
付
金
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
が
対
象
と
な

り
、
一
世
帯
10
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

▼
塵じ

ん
か
い芥
処
理
事
業
費

　
　
　
　

３
３
５
２
万
６
千
円

　　

三
本
木
地
区
に
、
新
た
な
資

源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
た
め
、
用
地
を
購
入
す
る

費
用
で
す
。

▼
公
共
施
設
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　

洋
式
化
工
事

　
　
　
　

１
９
２
９
万
５
千
円

　

役
場
、
公
民
館
、
西
公
民
館
、

八
ツ
屋
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
砂
子
東
部
防
災
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
中
学
校
柔
剣

道
場
の
ト
イ
レ
の
一
部
を
洋
式

化
し
ま
す
。

▼
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

　
　
　
　
　
　
　

支
援
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

が
ん
治
療
に
よ
る
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
（
外
見
）
の
変
化
を
和
ら

げ
る
か
つ
ら
な
ど
、
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
予
防
接
種
費
用

　
　
　
　
　

負
担
軽
減
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　

３
４
０
万
円

　

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
が
再
び
国
か
ら
勧

め
ら
れ
た
た
め
、
自
費
で
接
種

さ
れ
た
方
へ
費
用
の
一
部
を
返

金
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
Ｉ
Ｔ
機
器

　
　
　
　
　

導
入
支
援
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
初
め
て

購
入
す
る
65
歳
以
上
の
方
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

主
な
条
例
改
正

学
校
運
営

　

協
議
会
と
は
？

（委員） 保護者や地域住民の代表など

９月開所予定の子育て支援拠点施設（花常地区）

完成イメージ

 ７月４日撮影
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空
き
家
問
題
の
解
決
は

空
き
家
問
題
の
解
決
は

議
案
議
案
質質
疑疑

ダ
イ
ジ
ェ

ダ
イ
ジ
ェ
スス
トト

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大治町議会   YouTube

各議員の一般質問はＱＲコード
からアクセスできます。

　

近
年
、
男
性
の
前
立

腺
が
ん
や
膀ぼ

う
こ
う胱
が
ん
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
。

　

前
立
腺
摘
出
手
術
を

受
け
た
人
の
多
く
は
術

後
の
尿
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
り
、
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
は
、
ゴ

ミ
箱
が
未
設
置
の
た
め
、
捨
て
場
所
に
困
っ

て
い
る
と
聞
く
。
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

後藤田麻美子議員

　　

男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

町
長　

現
在
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
に
の
み
、
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

　

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
紙
お
む
つ

な
ど
の
使
用
者
が
、
施
設
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
、
個
室
ス

ペ
ー
ス
の
広
さ
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、順
次
設
置
し
て
い
く
。

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

国
の
「
子
育
て
安
心

プ
ラ
ン
」
で
は
、
女
性

の
就
業
率
80
％
へ
対
応

で
き
る
保
育
の
受
け
皿

の
整
備
を
目
指
す
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は
。

②
国
の
示
す
設
備
要
件
で
は
、
児
童
一
人
当

た
り
１
・
65
㎡
の
確
保
が
必
要
と
あ
る
。
児

童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
ど
の
よ
う

に
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
。

手嶋いずみ議員

町
長
①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

使
用
状
況
は
「
東
部
」
定
員

１
１
６
人
、
登
録
98
人
。

「
西
部
」定
員
68
人
、登
録
65
人
。

「
南
部
」定
員
89
人
、登
録
83
人
。

全
て
待
機
児
童
は
な
い
。

②
設
備
要
件
は
ク
リ
ア
し
て
い

る
。児
童
数
が
増
加
し
た
場
合
、

新
築
中
の
子
育
て
支
援
施
設
な

ど
で
、
対
応
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

ニーズに合った環境を整える

　　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は

　　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
本
町
の
支
援
と
対
策
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
本
町
の
支
援
と
対
策
は 役場１階の男性用個室トイレ

議　　　案　※議長は採決に加わりません 賛成 反対 議決
結果

専決処分の承認（町税条例の一部改正） １０ ０ 承認

町子ども子育て支援拠点施設の設置及び管理に
関する条例制定

１０ ０ 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

１０ ０ 可決

町税条例等の一部改正 １０ ０ 可決

町国民健康保険税条例の一部改正 ９ １ 可決

町遺児手当支給条例の一部改正 １０ ０ 可決

令和４年度　一般会計補正予算（第１号） １０ ０ 可決

令和４年度　一般会計補正予算（第２号） １０ ０ 可決

令和４年度　下水道事業会計補正予算（第１号） １０ ０ 可決

工事請負契約（大治中学校下水道接続工事） １０ ０ 可決

町道路線の廃止（西條・城前田３号線） １０ ０ 可決

町道路線の認定（城前田・中田線） １０ ０ 可決

令和４年度　一般会計補正予算（第３号） １０ ０ 可決

令和４年度　土地取得特別会計補正予算（第１号）１０ ０ 可決

「消費税５％へ引き下げ、複数税率・インボイス
制度の即時廃止を求める意見書」採択を求める
請願

１ ９ 不採択

６　

月　

定　

例　

会

◆
今
後
も
必
要
な
の
か

質
問
質
問　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
ト
イ
レ
送
排
風
機
の
改
修
工

事
を
行
う
時
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト

（
石
綿
）
含
有
調
査
が
必
要
と

あ
る
。

　

今
後
も
工
事
ご
と
に
調
査
が

必
要
な
の
か
。

答
弁
答
弁　
　

大
気
汚
染
防
止
法
の

改
正
に
伴
い
、
工
事
ご
と
に
請

負
業
者
が
調
査
報
告
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

◆
な
ぜ  

高
齢
者
だ
け
な
の
か

質
問
質
問　
　

高
齢
者
Ⅰ
Ｔ
機
器
導

入
支
援
補
助
金
の
目
的
や
対
象

は
何
か
。

　

ま
た
、
来
年
度
以
降
も
補
助

す
る
の
か
。

答
弁
答
弁　
　

国
の
掲
げ
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
優
し
い
デ
ジ

タ
ル
化
」
の
目
的
に
沿
っ
て
実

施
す
る
。
60
代
か
ら
年
齢
が
上

が
る
ほ
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
所
持
率
が
低
く
な
る
た
め
、

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
。

　

今
年
度
の
み
の
実
施
と
考
え

て
い
る
。

◆M
O

T
T

A
IN

A
I 

ど
う
な
る

質
問
質
問　
　

新
し
い
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
場
合
、

役
場
前
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
答
弁　
　

新
し
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
整
い
次
第
、
そ
ち
ら
に
移

転
と
な
る
。

◆
対
象
と
な
る
も
の
は

質
問
質
問　
　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

支
援
補
助
金
の
対
象
に
、
か
つ

ら
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
も
の

が
対
象
と
な
る
の
か
。

答
弁
答
弁　
　

頭
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
毛
髪
で
覆
う
タ
イ
プ
を
、

対
象
と
し
て
い
る
。

◆
災
害
時
の
開
放
は

質
問
質
問　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

のW
i-F

i

は
通
常
時
、
開
放

し
て
い
な
い
が
、
災
害
時
に
は

住
民
へ
開
放
す
る
の
か
。

答
弁
答
弁　
　

災
害
時
に
は
基
本
、

災
害
用W

i-F
i

を
使
用
し
て

も
ら
う
。し
か
し
、要
請
が
あ
っ

た
場
合
は
開
放
を
検
討
す
る
。

◆
ど
こ
ま
で
洋
式
に
す
る
の
か

質
問
質
問　
　

予
定
す
る
施
設
の
個

室
ト
イ
レ
全
て
を
、
洋
式
に
す

る
の
か
。

　

ま
た
、
設
置
後
に
水
圧
の
問

題
が
発
生
し
た
事
例
が
あ
っ
た

が
、
今
回
は
大
丈
夫
か
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

答
弁
答
弁　
　

大
部
分
は
洋
式
に
す

る
が
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
問
題

で
、全
個
室
の
変
更
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
水
圧
は
問
題
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
改
め
て
確

認
す
る
。

◆
ど
の
よ
う
に
証
明
す
る
の
か

質
問
質
問　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
の
返
還
は
、
平

成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
が
対

象
に
な
る
。

　

対
象
者
や
証
明
方
法
は
。

答
弁
答
弁　
　

令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
で
、
大
治
町
に
住
民
登
録

が
あ
る
方
が
対
象
と
な
る
。

　

領
収
書
、
母
子
手
帳
や
医
療

機
関
の
接
種
証
明
書
な
ど
を
提

示
し
て
い
た
だ
く
。

　

他
の
方
法
で
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

【
写
真
：
庄
内
川
河
川
敷
の
赤
し
そ
畑
】

順次設置していく

画像はイメージです

表
紙
の
写
真

　

子
ど
も
子
育
て

　
　
　
　
　

支
援
拠
点
施
設

（
場
所
）　

　

花
常
字
福
島
５
番
地
の
１

　

子
育
て
親
子
の
交
流
の

場
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

や
情
報
提
供
、
子
ど
も
の
遊

び
や
学
び
の
場
な
ど
に
使
用

し
ま
す
。
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SNS 公式アカウントの開設も準備

町
長　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
町
政
へ
の
ご
意
見
・
お
問
合

せ
」
の
フ
ォ
ー
ム
を
公
開
し
て

い
る
。
現
状
で
は
画
像
や
位
置

情
報
を
添
付
で
き
な
い
の
で
、

新
た
な
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進

め
て
い
く
。

　

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
準

備
も
進
め
て
い
る
。

　　

ア
プ
リ
を
活
用
し
、「
道
路
の
損
傷
」
な
ど
の
情
報
提
供
を

ア
プ
リ
を
活
用
し
、「
道
路
の
損
傷
」
な
ど
の
情
報
提
供
を

    

　
「
道
路
の
損
傷
」「
不

法
投
棄
」
な
ど
を
役
場

に
通
報
す
る
場
合
、
電

話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
役
場
に
出
向
く
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。
し

か
し
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
は
正
確
な
場
所
が

伝
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
画
像
や
場
所
の
情
報
提
供
を
、

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

若山照洋議員
　

平
成
30
年
に
実
施
し

た
総
務
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
の
総
住
宅

数
の
13
・
６
％
が
空
き

家
で
あ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

空
き
家
が
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
な
い

と
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
な
ど
の
問
題
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
町
の
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
空
き
家
解
体
時
に
、
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

鈴木康友議員

さらなる啓発に努めていく

　　

空
き
家
問
題
の
解
決
は

空
き
家
問
題
の
解
決
は

　

山
口
県
阿
武
町
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
関
連
給
付

金
４
６
３
０
万
円
を

誤
っ
て
振
り
込
ん
だ
問
題
が
、
発
生
し
た
。

　

本
町
で
は
、
振
込
時
に
、
ど
の
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
取
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
誤
っ
て
出
金
し
、
裁
判

に
な
る
よ
う
な
場
合
の
対
応
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　

振
込
時
に
は
、
支
出
命

令
書
・
請
求
書
・
振
込
先
な
ど

を
、
会
計
室
の
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
確
認
し
、
最
終
的
に
会
計
管

理
者
が
確
認
を
し
て
、
出
金
し

て
い
る
。

　

裁
判
に
な
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
総
務
課
と
会
計
室
が
連
携

し
て
対
応
す
る
。

そ
の
他
４
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

会計室の職員３人でチェック

　　

出
金
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
は

出
金
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
は

　

近
年
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
特
殊
詐
欺
（
ニ

セ
電
話
詐
欺
）
が
増
え

て
い
る
。
町
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
。

　

特
殊
詐
欺
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
録
音
し

て
い
る
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
機
能
の
付
い

た
電
話
機
の
購
入
や
、
電
話
機
に
後
付
け
す

る
録
音
機
材
の
購
入
に
補
助
を
し
て
、
高
齢

者
を
守
る
施
策
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

松本英隆議員

　　

特
殊
詐
欺
か
ら
高
齢
者
を
守
る
対
策
を

特
殊
詐
欺
か
ら
高
齢
者
を
守
る
対
策
を

制度の創設を検討中

町
長　

詐
欺
の
手
口
や
被
害
状

況
な
ど
を
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

　

通
話
の
録
音
は
、
詐
欺
防
止

に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
防
犯
対
策
補
助
事

業
の
一
環
と
し
て
、
電
話
機
な

ど
の
購
入
代
金
の
一
部
を
補
助

す
る
よ
う
な
補
助
制
度
の
創
設

を
検
討
し
て
い
る
。

　

県
が
実
施
し
て
い
る

円
楽
寺
排
水
機
場
の
工

事
に
つ
い
て
問
う
。

①
今
年
度
の
工
事
予
定
は
。

②
工
事
費
増
額
の
理
由
は
。

③
町
の
負
担
は
。

④
工
事
期
間
は
。

⑤
住
民
へ
の
周
知
は
。

林　哲秀議員

町
長
①
令
和
４
年
９
月
に
樋
管

本
体
工
事
が
始
ま
る
。

②
原
材
料
費
高
騰
の
た
め
。

③
事
業
費
の
15
％
を
、
あ
ま
市

と
大
治
町
の
流
域
面
積
に
応
じ

て
負
担
す
る
。

④
令
和
７
年
ま
で
の
８
年
間
の

予
定
で
あ
る
。

⑤
今
年
度
の
工
事
受
注
者
が
決

ま
っ
た
時
点
で
、
関
係
す
る
地

域
の
総
代
な
ど
へ
説
明
す
る
。

県から情報を得ながら協力していく

　　

円
楽
寺
排
水
機
場
の
工
事
を
問
う

円
楽
寺
排
水
機
場
の
工
事
を
問
う

町
長　

公
益
社
団
法
人
愛
知
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
提
携

し
、
空
き
家
総
合
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
る
。

　

相
談
窓
口
を
案
内
す
る
チ
ラ

シ
を
所
有
者
へ
送
付
し
た
り
、

近
隣
住
民
か
ら
の
相
談
に
、
個

別
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
減
免
な

ど
の
税
制
的
な
措
置
の
考
え
は

な
い
。

ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

スマホから簡単
に見られます！

　

令
和
３
年
３
月
に
文

科
省
と
厚
労
省
が
小
学

６
年
生
の
６
・
５
％
、
中

学
２
年
生
の
５
・
７
％

が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
と
発
表
し

た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
子

ど
も
は
、
全
体
の
２
％
で
あ
っ
た
。

　

本
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状

は
ど
う
か
。
ま
た
、
当
事
者
か
ら
の
相
談
が

ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
と

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

鈴木　満議員

当事者の理解を促す

町
長　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

は
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
る
支

援
な
ど
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
関
係
者
と
ケ
ー
ス

会
議
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

が
、
個
別
相
談
に
は
な
か
な
か

繋
が
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
、

当
事
者
が
相
談
し
や
す
い
よ
う

窓
口
な
ど
の
周
知
に
努
め
る
。

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

　　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
本
町
の
支
援
と
対
策
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
本
町
の
支
援
と
対
策
は画像はイメージです

画像はイメージです画像はイメージです円楽寺排水機場

役場１階の会計室の窓口



おおはる議会だより（4）

▼
平
成
29
年
12
月
議
会
か
ら
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
ま

す
。本
会
議
や
委
員
会
以
外
に
、

災
害
時
の
情
報
共
有
な
ど
で
、

利
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
苦
労

し
ま
し
た
が
、
今
で
は
議
員
活

動
に
必
要
不
可
欠
な
ア
イ
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
町
議
会
も
議
場
で
の
本
会

議
以
外
の
委
員
会
な
ど
を
リ
モ

ー
ト
で
行
え
る
よ
う
に
、
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　
▼
２
年
間
中
止
に
な
っ
て
い
た

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
議
員

チ
ー
ム
も
３
年
ぶ
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
結
果
は
散
々
で
し
た

が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

暫
時
休
憩

　

昨
年
の
12
月
、大
治
町
に「
お

お
は
る
こ
ど
も
食
堂
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
代
表
責
任
者
で
学

習
塾
塾
長
兼
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー

の
原
大
輔
さ
ん( 

32
歳)

に
お

話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―「
お
お
は
る
こ
ど
も
食
堂
」

は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　

子
ど
も
が
一
人
で
も
行
け
る

食
堂
で
す
。

　

共
働
き
の
家
庭
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
ご
飯
を
一
人
で
食

べ
る
子
が
い
た
り
し
ま
す
。

　

月
一
回
で
い
い
か
ら
、
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
し
な
が
ら
、
手

作
り
で
温
か
い
食
事
が
食
べ
ら

れ
、
お
腹
だ
け
で
な
く
気
持
ち

も
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
場

所
で
す
。

―
―
食
堂
の
目
的
は
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
は
、
貧
困

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
ラ
シ
に

は
、
あ
え
て
「
貧
困
」
と
い
う

文
字
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

貧
困
の
子
が
通
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
た
ら
、
入
り
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
ど

ん
な
子
で
も
、救
わ
れ
る
よ
う
、

そ
ん
な
温
か
い
居
場
所
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
う
し
て
開
催
し
よ
う
と

思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　

小
学
生
の
時
か
ら
、「
自
分

の
塾
を
作
り
た
い
」
と
い
う
夢

が
あ
っ
て
、
20
代
で
大
治
町
に

塾
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
方
の
支
え
が
あ

り
、
今
の
自
分
が
い
る
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
８
年
間
、
継

続
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
町

に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
大
治
町
が
一
番
子
育
て
し

や
す
い
よ
ね
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
町
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
の
私
の
夢
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
思
い
が
強
く
な
り
、
マ
マ

た
ち
の
小
さ
な
夢
を
お
手
伝
い

で
き
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た

く
て
、
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、「
大
治
町
に
は
、

ま
だ
こ
ど
も
食
堂
が
な
い
よ

ね
」
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　

カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
が
調
理

と
運
営
を
行
い
、
配
膳
な
ど
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

食
材
や
寄
付
金
の
７
割
は
塾

生
の
関
係
者
か
ら
で
、
残
り
の

３
割
は
町
内
の
会
社
な
ど
に
頂

い
て
い
ま
す
。

―
―
開
催
し
て
み
て
、
感
じ
た

こ
と
は
な
に
か
あ
り
ま
す
か
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た

か
っ
た
の
よ
」
と
生
き
生
き
と

し
た
顔
で
協
力
し
て
く
れ
る
マ

マ
た
ち
、
野
菜
を
届
け
て
く
れ

る
人
、
お
金
を
寄
付
し
て
く
れ

る
人
、
こ
ん
な
に
も
協
力
し
て

く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が
嬉
し

く
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

―
―
最
後
に
一
言

　　

毎
月
最
終
の
月
曜
日
、
午
後

５
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
無
料

で
大
人
は
３
０
０
円
で
す
。

　

昼
間
の
時
間
帯
に
は
、
不
登

校
の
子
の
料
理
教
室
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

　　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
原

さ
ん
の
行
動
力
と
子
ど
も
た
ち

を
思
う
愛
情
が
伝
わ
っ
て
来
ま

し
た
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
の
運
営
と

開
催
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

№６８

まちかどまちかど

インタビューインタビュー

●
海
部
地
区
総
合
防
災
訓
練　

６
月
５
日

▼
９
月
下
旬
に
、
乳
幼
児
や
そ

の
保
護
者
の
交
流
の
場
、
放
課

後
の
居
場
所
と
し
て
花
常
地
区

に
子
育
て
支
援
施
設
が
開
所
し

ま
す
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。　

▼
短
い
梅
雨
が
終
わ
り
、
暑
い

夏
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

小
ま
め
な
水
分
補
給
を
忘
れ

ず
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
、
長

く
暑
い
夏
を
共
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
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９月定例会  日程（案）　

８月２５日（木）議会運営委員会

９月　１日  （木） 13：30　開会　上程・提案説明

　　　５日  （月）一般質問

　　　６日  （火）質疑など

　　　８日  （木） 総務建設常任委員会

　　　　　　　   予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　９日  （金） 文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　２１日  （水）10：00　 予算決算常任委員会

                           11：00　 採決など　閉会

※その他は午前 10 時開催です。日程は変更となる場合があります。

　陳情書などは８月１８日受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

　

主
催

　

海
部
地
方
防
災
連
絡
会
議　
（
議
長
：
海
部
県
民
事
務
所
長
）

　

海
部
地
区
水
防
事
務
組
合　
（
管
理
者
：
愛
西
市
長
）

　

令
和
元
年
度
以
来
、

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
開

催
で
き
な
か
っ
た
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
水
防
」
っ
て
？

　

火
災
の
発
生
を
警
戒

し
た
り
、
消
火
し
た
り

す
る
こ
と
を
「
消
防
」

と
い
う
よ
う
に
、
水
害

の
発
生
を
警
戒
し
た
り
、

土
の
う
な
ど
で
水
が
あ

ふ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
「
水
防
」
と
呼
び
ま
す
。

　

海
部
地
区
水
防
事
務
組
合 

と
は

　

海
部
地
域
の
７
市
町
村
（
津
島
市
・
愛
西
市
・
弥
富
市
・

あ
ま
市
・
大
治
町
・
蟹
江
町
・
飛
島
村
）
で
構
成
す
る
「
水

防
」
を
目
的
と
す
る
事
務
組
合
で
す
。

　
「
水
防
法
」
で
は
、
水
防
に
関
す
る
責
任
は
市
町
村
な
ど

に
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
「
水
防
管
理
団
体
」
と

い
い
ま
す
。

　

水
防
管
理
団
体
は
、

　

①
市
町
村

　

②
水
防
事
務
組
合　

　

③
水
害
予
防
組
合　

　

か
ら
な
っ
て
お
り
、
全
国
で

約
１
７
４
０
団
体
あ
り
ま
す
。

　

海
部
地
区
水
防
事
務
組
合

は
、
愛
知
県
で
唯
一
の
水
防
事

務
組
合
で
す
。


